
エイコス XIX

バロ ック演劇の舞台装置と場面展開
アルディ [フェ リスメーヌjを例に

戸 口 民 也

フランス 17世紀演劇と言えば、古典主義演劇の時代、「三単一の規則Jregle des trois unitesや「真

実らしさJvraisemblance、「礼節/ふさわしさJbienseanceを遵守した劇の時代と反射的に思ってし

まうかもしれない。しかし、 17世紀初頭から 1630年代にかけての時期は、一般にバロック劇と言

われる作品が主流を占めていた。同時代のイギリス演劇と同様、劇の筋は複雑で、、いくつもの事件

が次々と起こり、劇の舞台もあちこち移動する。たった一日ですべてが終わるどころか、劇の始ま

りから終わりまでの聞に数日、数週間、数ヶ月、数年、さらにはもっと長い年月が経過することも

ある。殺人、決闘、流血、観客が目を背けたくなるような残虐な行為なども、しばしば舞台で演じ

られた。そういった劇が実際にどういう舞台装置や大道具・小道具を使って演じられたか、どのよ

うに場面が展開されていたかを知るための重要な手掛かりとなるのが『マウロの覚書J(以下『覚書j

と略す)と呼ばれる資料である。詳細についてはここでは触れないが (1)、この『覚書jで舞台装置

のメモとスケッチが残されている作品の一つ、アレクサンドル ・アルデイ AlexandreHardyの悲喜劇

『フェ リスメーヌJFelismene (初版 1626年、初演年代不詳)を例に紹介してみたい (2)。

『フ ェリスメーヌjは、スペインの作家モンテマヨール Jorje de Montemayor (1520-1561)の田園

を舞台に羊飼いの男女たちを主人公とする未完の物語『デイアナJLos siete libros de la Diana (1559) 

に題材を求めている。原作はフランス語にもたびたび翻訳され、しかもそれぞれの翻訳が版を重ね

るなど、フランスでも大いに読まれた作品である。アルデイはそのなかからフェ リスメーヌのエピ

ソードを取り上げ悲喜劇に仕立てあげているのだが、後で詳しく見るように、第 5幕第2場が森を

舞台とし、原作の登場人物(デイアナ Diana→デイアーヌ DianeとシレノSireno→シレーヌ Sirene)

や羊飼いの男女たち、羊飼いの娘の姿でフェ リスメーヌが登場するのは原作の舞台を取り入れてい

るためである。

まず、アルデイ自身による梗概 argumentをふまえつつ、この劇のあらすじを紹介しよう。なおテ

キス トはヴイアルトンによる校訂版 (3)に依拠した。

トレドの裕福な名門貴族の息子 ドン・フエ リックス donFelixは密かにフェ リスメーヌ

Felismとneと愛しあっている。フェ リスメーヌは類稀な美しさと数々の美徳を兼ね備えた娘だが、

財産の点で ドン・フエ リックスとは釣り合わない。 ドン・フエ リックスの父は二人の愛を知ら

され、息子を ドイツの皇帝の宮廷に送り 、息子の留守中によりふさわしい相手との縁組をまと

めようとする。出発に際し、 ドン・フエ リックスはフェ リスメーヌを慰め、帰ってきたら結婚
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しようと約束するが、 ドイ ツの宮廷に着くと、皇帝の親族で完壁な美女セ リー Celieと出会い、

フェ リスメーヌのことを忘れてしまう。一方、恋人の不実を疑ったフェ リスメーヌ は男装して

ドイ ツにやってきて、正体を知られずに ドン・フエ リックスに仕えることになるが、心な らず

も彼とセ リーの仲を取り持つよう命じられ、セリーのもとを訪ねる。セリーは男装のフェリス

メーヌに恋してしまうが、女性であるフェ リスメーヌはセ リーの恋を受け入れることはできな

い。拒否されたセリーは絶望のあまり、死んで、しまう。セリーの突然の死を知らされたドン・

フエ リックスは、驚きのあまり逃亡する。彼の宿敵で恋敵でもあるドイツ貴族ア ドルフAdolphe

は、 ドン・フエリックスがセリーを毒殺したと思いこみ、仲間の貴族たちと共に彼を追跡する。

彼らがドン・フエ リックスに追いついたのは、ま さにフェ リスメーヌが世を捨てて羊飼いの娘

となって過ごしていた場所だった。 ドン・フエ リックスが襲われているのを見たフェ リスメー

ヌは それが ドン・フエ リックスと は知らずに一一助けに駆けつけ、敵たちと戦う。彼女の

助けによ って勝利を収めた ドン・フエ リックスは、自分を助けてくれたのがフェ リスメーヌだ

と知る。かくして二人は幸福な結婚へと導かれる。

以上が 『フェ リスメーヌjのあらすじだが、『覚書jのなかのメモには次のように記されている。

Il faut au Milieu du theatre un Palais， et a un des costez une grotte et Rocher，巴ta lautre une belle 

chambre(4l， il faut aussy du Papier， des Plumes， et de Lancre， deux Sieges， des houlettes et un flag巴ollet

必要となるものは、舞台中央に宮殿、一方の袖に洞窟と岩山、もう一方の袖には開閉可能な

立派に飾られた部屋(以下 bellechambreとする)、また、紙とペン(複数) とイン夕、椅子2脚、

羊飼いの杖(複数)と羊飼いの縦笛 l管。

次にスケッチ(本稿最後の図版を参照されたい)についてだが、メモにあるように舞台中央奥に

は宮殿が描かれており、洞窟と岩山は舞台下手(客席から見て左側)、 bellechambreは舞台上手(客

席から見て右側)に配置されていることがわかる。

以上がメモとスケッチから得られた情報だが、実際の舞台では舞台装置や大道具・小道具がどの

ように使われていたのか、リガルやヴイアルトンの意見 (討を参考にしつつ考えてみたい。

まず舞台装置・大道具について。舞台中央奥の宮殿だが、リガルが注記しているように、 3つの

区画をなしており、中央の区画はセリ一の宮殿、その両翼はそれぞれドン・フエリックスとアドル

フの館と考えてよいだろう (6)。さらにヴイアル トンが述べているように (7)、向かつて左側(何の飾

りもないドリア式柱頭が描かれている)は勇猛果敢なゲルマン貴族アドルフの館だとすれば、右側

(コ リント式アカ ンサス模様の柱頭)は ドン・フエ リックスの館となるだろう。下手の袖の洞窟と岩

山は第5幕で舞台が森に移るため、そこで使われると考えてよい。スケッチにあるように、草や木

をその周囲にあし らって、森の雰囲気を出すわけである。

次に小道具について。紙とベン(複数)とインクだが、セリーが手紙を書く場面(第3幕の終わ

3 



エイコス XIX

り近く)のために用意されていると思われる ω。だが、戯曲を読めば、セリーは手紙を書くと言っ

て一度奥に退く展開になっているので、実際には使われなかったかもしれない 例。 あるいは、セ

リ←が手紙を書いている部屋(宮殿の内部の奥の部屋)の様子が観客にも見えるように舞台装置が

作られていたと考えることもできる。ヴィアル トンが指摘しているように、中央奥の宮殿が聞いて

中の部屋が見えるようになっている舞台装置も I覚書jにはあるからだ (10)。第4幕第2場、セリー

が再びフェリスメーヌを迎える場面(セ リーが恋を告白してフェ リスメーヌに迫る場面)も宮殿内

の部屋の中で演じられる方が自然なので、この部屋は中が見えるように作られていたと思ってよい

だろう。

椅子2脚が使われる場面はいくつかの可能性が考えられる (11)。まず bellechambreが第 l幕第 2場

でフェ リスメーヌの家として使われるなら、そこに置かれていても不自然ではない。あるいは、第

3幕および第4幕第2場のセリ一の宮殿内の部屋に、または第4幕第 1:場と第 3場のドン・フエ リッ

クスの館の中の部屋 cabinetに置かれるかもしれない。その場合は、セ リーの部屋またはドン ・フエ

リックスの部屋のいずれかに2脚とも配置されるのかもしれないが、もう一つの可能性としてセリー

の部屋に l脚、ドン・フエリックスの部屋にもう l脚がそれぞれ配置されると考えることもできる

だろう。というのも、これらの場面に登場するのはセリーとフェリスメーヌ、またドン ・フエ リッ

クスとフェリスメーヌとなるわけだが、フェ リスメーヌの身分(ドン・フエリックスに仕える者と

いうことになっている)からすれば、彼女がセリーやドン ・フエリックスとともに椅子に座ること

は考えにくいからである。

羊飼いの杖と縦笛は第 5幕第2場、羊飼いたちが登場する場面で使われるのは確かである (12)。な

お、第 5幕第2場ではフェリスメーヌが弓矢でアドルフともう一人の追手を倒す筋書きになってい

るので、小道具として弓矢が必要になるはずで、あるが、覚書には記されていない。その理由として

考えられることは、小道具の場合は新たに必要となるものだけを記すことにしていた、ということ

である。もしもそうなら、弓矢はすでに劇団が所有する小道具にあったのであえて記さなかったの

だろう。

以上、メモとスケッチが示唆していることについて考えてみたが、実際の舞台ではそれらがどの

ように使われていたか、幕ごとに場面設定や小道具の使い方などもあわせて、劇の流れを詳しく追っ

てゆくことにしよう。

第 1幕舞台はスぺイン、 トレドの町

第 I場 卜レドの裕福な名門貴族ドン ・アン トワーヌdonAntoineは、息子のドン・フエリックスが

ある娘と愛しあい結婚しようとしていることを友人ドン・サンショ donSanchoから知らされ、博然

とする。娘の名はフェ リスメーヌ、美貌と徳を兼ね備えてはいるが家はそれほど豊かではなく 、結

婚相手としては釣り合わないとのこと。 ドン ・アン トワーヌは息子を ドイツに送り皇帝の宮廷で修

行させることに決める。そこで経験を積めば分別もつくだろうし、帰ってきたら自分の意にかなう

娘と結婚させればよいというわけだ。 ドン・アントワーヌは息子にすぐさま出発するよう命じる。
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ドン・フエ リックスは衝撃を受けるが、父の命令に従うしかない。

場所は トレドの町の通り 、舞台前方中央で演じられると思われる(13)。 ドン・アントワーヌは宮廷

に行く途中で (14)、ドン・サンショと出会う (15)。二人が話していると(そこでドン・アン 卜ワーヌ

は息子がフェ リスメーヌを愛していることを知らされる)、ドン・フエ リックスが出てくるのが見え

たので (16)、 ドン・サンシュは退場し、 ドン・アン トワーヌと ドン・フエ リックスの対話となる。父

親は息子にドイツへの出発を命じる。

なお近代的な「場Jsceneの区切り 方(人物の登場あるいは退場によって 「場Jsceneが変わる)

に従えば、 ドン・サンショが退場し、入れ替わりにドン ・フエ リックスが現れるところで第 2場と

なるはずだが、アルデイの劇ではそうなっていない。劇が演じられている「場所Jlieuが変わると

き、「場Jscとneも変わるという形を取っている。同じようなことは第 2幕第2場と第 3場、第 3幕、

第4幕第 3場、第 5幕第2場でで、も見られるこ とである (川l円川7η)

第2場 ドン.フエ リツクスへの想想、いを語るフエ リスメ一ヌの独白で始まる。そこに暗い顔の ドン.

フエ リツクスが現れ {州l目附8幻)、父の命令でで、ドイツに行かねばならないとフエ リスメ一ヌに告げる。悲嘆に

くれるフエ リスメ一ヌは、 ドン・フエ リックスの父が彼を別の女性と結婚させよ うとしているので

はないかと疑い、一緒に連れていってほしいと懇願するが、 ドン・フエ リックスは受け入れず、立

ち去る。残されたフェ リスメ ーヌは嘆くしかない。

フェ リスメーヌの独自で始まる第2場だが、場所はフェ リスメーヌの家、メモにある belle

chambreの中と考えてよさそうである (19)。フェ リスメーヌの独自は ドン・フエ リックスがそこには

いないことが前提になっているので、第 l場ではフェ リスメーヌの家の中が見えないようになって

いる必要がある。つまり、開閉可能で中を見せたり隠したりすることができる bellechambreなら都

合が良いというわけだ。ところでドン・フエ リックスだが、第 l場の終わりで一度退場し、フェ リ

スメーヌの独自が終わるあたりで改めて登場する形をとるのかもしれない。あるいは退場せず、 同

じ場所か下手側の袖のあたり一一つまりフェ リスメーヌには彼が見えない場所一ーにとどまるとか

して、頃合いを見計らってフェ リスメーヌの家に赴くことになるのだろう 刷。 フェ リスメーヌは家

の中から外を見てドン・フエリックスがやってくるのに気付き、 ドン・フエ リックスを家の中に迎

え入れ、二人の対話が始まることになる。

第2幕舞台はドイツ、皇帝の宮廷がある町(第4幕まで閉じ)

皇帝の宮廷に着いた ドン・フエリックスは、皇族の美女セリーと出会い、フェリスメーヌのこと

を忘れてセ リーに夢中になっている。第2幕から第4幕まで、劇は主として舞台中央奥のセリーの

宮殿の前 (21)、アドルフの館 (向かつて左側の翼)とドン・フエ リックスの館(向かつて右側の翼)

のあいだの空間で展開されるはずだ‘が (22)、登場人物が建物の中カか、ら出てくるカか、中に入るカか、する場面、

あるいは建物の中にいる場面もある (削2幻初3幻)

第1場 セリ一を愛するドイツ貴族アドルフが独白でで、ドン.フエ リツクスに対する激しい敵対心心、を

語る。アドルフが独自する場所ははっきりしないが、彼の館の中かその前 (24)だとすれば、館から
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